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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第３四半期連結
累計期間

第40期
第３四半期連結
累計期間

第39期

会計期間
自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日

自 平成26年12月１日
至 平成27年８月31日

自 平成25年12月１日
至 平成26年11月30日

売上高 （千円） 11,427,026 11,453,799 16,235,871

経常利益又は経常損失（△） （千円） 2,749 △194,034 205,783

当期純利益又は四半期純損失（△） （千円） △15,591 △200,269 133,979

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 140,755 709,034 837,636

純資産額 （千円） 9,800,333 11,172,360 10,506,163

総資産額 （千円） 17,109,121 18,584,619 16,958,223

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △0.91 △11.68 7.81

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.5 59.1 61.1

 

回次
第39期

第３四半期連結
会計期間

第40期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日

自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 1.96 △6.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等（消費税および地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．第39期第３四半期連結累計期間および第40期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第39期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、第１四半期連結累計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　

四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が判

断したものであります。

 

(１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成26年12月１日～平成27年８月31日）におけるわが国経済は、政府や日銀による

経済・金融政策への期待を背景に企業収益や雇用情勢に改善の動きがみられるなど、緩やかな回復基調にありまし

たが、欧州の財政問題や中国経済の減速等に端を発する景気下振れリスクや昨年４月の消費税増税に伴う厳しい個

人消費の状況等、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

このような市場環境の下、当社グループは、商社事業においては、国内において人員増強やマーケティングの強

化に取り組み、海外においては、ベトナムに営業拠点を設けるなど事業規模の拡大に努めてまいりました。プリ

フォーム事業においては、新たな販路獲得に努めるとともに中国で生産している日本向け製品の一部を国内生産に

切り替えるため、前連結会計年度までその他の事業の生産・販売拠点であった国内連結子会社へ移管作業を進めて

おります。なお、この移管作業に伴い、前連結会計年度をもって輸送用リサイクルプラスチックパレットの製造・

販売は終了しております。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,453百万円（前年同四半期比0.2％増）、営業損益は20百万円

の損失（前年同四半期は76百万円の利益）、経常損益は日本国内でのプリフォーム事業立ち上げに伴う開業費用等

が発生したことなどから194百万円の損失（前年同四半期は２百万円の利益）、四半期純損益は200百万円の損失

（前年同四半期は15百万円の損失）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　商社事業

商社事業につきましては、主に３Ｄプリンタの販売において、営業力および商品力を強化するため人員の

増強を実施するとともに広告宣伝費投資をし、認知度の向上およびエンドユーザーへのサービスの拡大を図

り、３Ｄプリンタ関連機器・消耗品の販売が堅調に推移いたしました。また、ＲＦＩＤタグの材料価格の低

下が進んだことからＲＦＩＤ関連製造装置の販売が増加いたしました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,380百万円（前年同四半期比10.8％増）、セグメント損

益は216百万円の利益（前年同四半期比124.0％増）となりました。

 

②　プリフォーム事業

プリフォーム事業につきましては、中国で生産している日本向け製品の一部を国内生産に移管作業中であ

ることや大口顧客において工場稼働および在庫の調整が行われたため、プリフォームの生産販売が減少いた

しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,114百万円（前年同四半期比0.1％減）、セグメント損

益は122百万円の損失（前年同四半期は20百万円の利益）となりました。

 

（注）１．当社の消費税等に係る会計処理は、税抜方式によっているため、「３ 財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析（１）業績の状況」に記載した金額には消費税等は含まれておりません。

２．「３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（１）業績の状況」のセグメントの業績

に記載している売上高は、セグメント間の内部取引を含んだ金額を記載しております。
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(２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,354,596 19,354,596
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 19,354,596 19,354,596 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株)

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円)

資本準備金
残高
（千円）

平成27年６月１日～

平成27年８月31日
－ 19,354,596 － 5,527,829 － 794,109

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 2,208,100
― ―

完全議決権株式（その他）(注)１ 普通株式 17,095,900 170,959 ―

単元未満株式 (注)２ 普通株式    50,596 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 19,354,596 ― ―

総株主の議決権 ― 170,959 ―

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,600株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数16個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式27株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年８月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

アルテック株式会社
東京都中央区入船二丁目１番１号 2,208,100 － 2,208,100 11.40

計 ― 2,208,100 － 2,208,100 11.40

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平成

27年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,205,881 3,403,524

受取手形及び売掛金 2,412,068 1,955,244

商品及び製品 1,478,817 2,073,253

原材料及び貯蔵品 373,826 367,127

前渡金 570,829 809,178

その他 400,927 875,175

貸倒引当金 △616 △17,160

流動資産合計 8,441,734 9,466,343

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,017,940 2,356,458

機械装置及び運搬具（純額） 2,080,755 1,388,994

土地 55,308 55,308

リース資産（純額） 269,889 1,350,611

建設仮勘定 760,572 448,952

その他（純額） 666,309 665,710

有形固定資産合計 5,850,777 6,266,037

無形固定資産   

ソフトウエア 66,906 70,438

その他 604,929 807,361

無形固定資産合計 671,836 877,800

投資その他の資産   

投資有価証券 540,519 607,211

関係会社出資金 1,220,302 1,156,376

敷金及び保証金 182,731 152,212

繰延税金資産 35 96

その他 50,541 58,564

貸倒引当金 △256 △22

投資その他の資産合計 1,993,875 1,974,438

固定資産合計 8,516,489 9,118,275

資産合計 16,958,223 18,584,619
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,055,757 1,330,722

短期借入金 ※２ 1,098,121 ※２ 994,627

1年内償還予定の社債 36,000 26,000

リース債務 71,774 326,716

未払金 296,785 217,484

未払費用 354,016 358,119

未払法人税等 37,703 32,239

繰延税金負債 19,316 6,207

前受金 706,158 1,362,895

受注損失引当金 157 168

その他 35,464 15,757

流動負債合計 4,711,254 4,670,937

固定負債   

社債 58,000 40,000

長期借入金 ※２ 1,376,139 ※２ 1,443,594

リース債務 185,562 1,143,815

繰延税金負債 116,008 109,143

その他 5,094 4,768

固定負債合計 1,740,805 2,741,321

負債合計 6,452,060 7,412,258

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,527,829 5,527,829

資本剰余金 2,200,778 2,149,338

利益剰余金 1,946,181 1,745,911

自己株式 △922,964 △923,020

株主資本合計 8,751,825 8,500,060

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 87,205 135,831

繰延ヘッジ損益 31,677 7,040

為替換算調整勘定 1,488,330 2,348,285

その他の包括利益累計額合計 1,607,213 2,491,157

少数株主持分 147,124 181,143

純資産合計 10,506,163 11,172,360

負債純資産合計 16,958,223 18,584,619
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年８月31日)

売上高 11,427,026 11,453,799

売上原価 9,256,339 9,319,132

売上総利益 2,170,687 2,134,667

販売費及び一般管理費 2,093,878 2,155,618

営業利益又は営業損失（△） 76,808 △20,950

営業外収益   

受取利息 7,375 20,653

受取配当金 4,350 5,185

為替差益 27,547 72,763

持分法による投資利益 － 13,364

その他 19,959 34,561

営業外収益合計 59,232 146,528

営業外費用   

支払利息 83,341 116,059

支払手数料 18,066 7,365

持分法による投資損失 17,623 －

開業費 － 178,458

その他 14,261 17,728

営業外費用合計 133,292 319,611

経常利益又は経常損失（△） 2,749 △194,034

特別利益   

固定資産売却益 38,987 74,499

受取保険金 － 6,804

特別利益合計 38,987 81,304

特別損失   

固定資産売却損 1,690 －

固定資産除却損 － 1,497

固定資産廃棄損 1,649 －

特別損失合計 3,339 1,497

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
38,397 △114,227

法人税、住民税及び事業税 46,013 83,960

法人税等調整額 △12,226 △23,279

法人税等合計 33,787 60,681

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
4,610 △174,908

少数株主利益 20,202 25,360

四半期純損失（△） △15,591 △200,269

 

EDINET提出書類

アルテック株式会社(E02774)

四半期報告書

10/22



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
　至　平成26年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
4,610 △174,908

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 14,097 48,625

繰延ヘッジ損益 △19,724 △24,636

為替換算調整勘定 97,835 631,963

持分法適用会社に対する持分相当額 43,935 227,990

その他の包括利益合計 136,144 883,943

四半期包括利益 140,755 709,034

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 120,208 673,437

少数株主に係る四半期包括利益 20,546 35,597
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したALTECH ASIA PACIFIC VIETNAM CO., LTD.を連結の範囲に含めておりま

す。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社および国内連結子会社は、有形固定資産(但し、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)お

よびリース資産を除く)の減価償却方法について、従来は定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り定額法に変更しております。

当社グループは、今後の事業展開を踏まえ予算策定等に際し有形固定資産の使用実態を見直した結果、商社事業およ

びプリフォーム事業のいずれにおきましても、当該資産の経済的便益は耐用年数にわたって平均的に費消される状況が

見込まれることから、減価償却費を耐用年数にわたって均等配分すること、および重要性が高まる海外連結子会社が採

用する減価償却方法と整合性をはかるほうがより適切に期間損益を連結財務諸表へ反映できると判断したものでありま

す。

この変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失が22,253千円減少し、経常損失および

税金等調整前四半期純損失がそれぞれ25,140千円減少しております。

 

（追加情報）

（法定実効税率の変更等による影響）

平成27年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）および「地方税法等の一部を改正

する法律」（平成27年法律第２号）が公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度より、法人税率等の引

下げが行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産および繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、

従来の35.6％から、平成27年12月１日に開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等については33.1％

に、平成28年12月１日に開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等については32.3％にそれぞれ変更

されます。

この税率変更により、繰延税金負債の金額が7,591千円、法人税等調整額が766千円それぞれ減少し、その他有価証券

評価差額金が6,777千円、繰延ヘッジ損益が47千円それぞれ増加しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１　貸出コミットメント

当社グループは、運転資金及び事業投資資金の機動的、効率的な資金調達を行うことを目的に、金融機関５社と

の間で貸出コミットメント契約を締結しております。貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次の通りであ

ります。

 
前連結会計年度

（平成26年11月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年８月31日）

貸出コミットメント総額 1,150,000千円 1,150,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,150,000 1,150,000

 

※２　財務制限条項等

前連結会計年度（平成26年11月30日）

(1）　連結子会社である愛而泰可新材料（広州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成23年２月18日、借入残高408千アメリカドル（48,750千円））には、下記の財務制限条項が付

されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があり

ます。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成21年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（広州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(2）　連結子会社である愛而泰可新材料（蘇州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成23年４月28日、借入残高706千アメリカドル（84,263千円））には、下記の財務制限条項が付

されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があり

ます。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成22年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（蘇州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(3）　当社の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日平成24年３月19日、

借入極度額1,150,000千円、借入残高－千円）には、下記の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触

した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

日又は平成23年11月期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上

に維持する。

②　各年度の決算期の末日における連結損益計算書の経常損益について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(4）　連結子会社である愛而泰可新材料（蘇州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成24年４月３日、借入残高582千アメリカドル（69,462千円））には、下記の財務制限条項が付

されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があり

ます。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成23年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（蘇州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。
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(5）　当社の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日平成25年９月25日、

借入残高560,000千円）には、下記の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の

全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

日又は平成24年11月期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上

に維持する。

②　各年度の決算期の末日における連結損益計算書の経常損益について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(6）　当社の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日平成26年３月26日、

借入残高540,000千円）には、下記の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の

全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

日又は平成25年11月期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上

に維持する。

②　各年度の決算期の末日における連結損益計算書の経常損益について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(7）　連結子会社である愛而泰可新材料（蘇州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成26年４月７日、借入残高7,280千中国元（142,190千円））には、下記の財務制限条項が付され

ており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性がありま

す。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成25年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（蘇州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。
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当第３四半期連結会計期間（平成27年８月31日）

(1）　連結子会社である愛而泰可新材料（蘇州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成23年４月28日、借入残高360千アメリカドル（44,056千円））には、下記の財務制限条項が付

されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があり

ます。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成22年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（蘇州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(2）　当社の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日平成24年３月19日、

借入極度額1,150,000千円、借入残高－千円）には、下記の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触

した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

日又は平成23年11月期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上

に維持する。

②　各年度の決算期の末日における連結損益計算書の経常損益について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(3）　連結子会社である愛而泰可新材料（蘇州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成24年４月３日、借入残高413千アメリカドル（50,565千円））には、下記の財務制限条項が付

されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があり

ます。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成23年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（蘇州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(4）　当社の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日平成25年９月25日、

借入残高455,000千円）には、下記の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の

全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

日又は平成24年11月期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上

に維持する。

②　各年度の決算期の末日における連結損益計算書の経常損益について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

(5）　当社の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（契約日平成26年３月26日、

借入残高450,000千円）には、下記の財務制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合は、契約上の

全ての債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

日又は平成25年11月期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上

に維持する。

②　各年度の決算期の末日における連結損益計算書の経常損益について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。
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(6）　連結子会社である愛而泰可新材料（蘇州）有限公司と東銀利市（香港）有限公司との金銭消費貸借契約

（契約日平成26年４月７日、借入残高6,169千中国元（117,783千円））には、下記の財務制限条項が付され

ており、当該条項に抵触した場合は、契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する可能性がありま

す。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を、平成25年11月期の末日における

連結貸借対照表の純資産の部の金額の70％以上に維持する。

②　各年度の決算期の末日における愛而泰可新材料（蘇州）有限公司の損益計算書の経常損益額と減価償却

実施額の単純合算額について、２期連続して損失を計上しない。

また、その他の条項の主なものとして、担保提供資産、資産譲渡、出資維持等に一定の制限が設けられて

おります。

 

　３　偶発債務

当社は、連結子会社ALTECH ASIA PACIFIC CO.,LTDへの出資に関して、株式会社三井住友銀行の子会社である

SBCS Co.,Ltd及びSMSB Co.,Ltdの出資額等3,472千バーツ（12,016千円）（前連結会計年度は3,472千バーツ

（12,815千円））の保証を行っております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日
至 平成27年８月31日）

減価償却費 742,533千円 805,481千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年２月27日

定時株主総会
普通株式 51,440 3.00 平成25年11月30日 平成26年２月28日 資本剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月26日

定時株主総会
普通株式 51,440 3.00 平成26年11月30日 平成27年２月27日 資本剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年12月１日　至　平成26年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 商社事業
プリフォーム

事業
その他の
事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 6,653,512 4,110,468 663,045 11,427,026 － 11,427,026

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6,630 7,363 － 13,993 △13,993 －

計 6,660,142 4,117,831 663,045 11,441,020 △13,993 11,427,026

セグメント利益 96,789 20,909 83,550 201,249 △124,440 76,808

（注）１．セグメント利益の調整額△124,440千円には、セグメント間取引消去3,064千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△153,509千円および固定資産の調整額26,004千円が含まれております。全社費用は、主

にセグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 商社事業
プリフォーム
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 7,345,828 4,107,971 11,453,799 － 11,453,799

セグメント間の内部売上高
又は振替高

34,506 6,988 41,495 △41,495 －

計 7,380,334 4,114,959 11,495,294 △41,495 11,453,799

セグメント利益又は損失（△） 216,821 △122,633 94,188 △115,139 △20,950

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△115,139千円には、セグメント間取引消去3,634千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△145,891千円および固定資産の調整額27,118千円が含まれております。

全社費用は、主にセグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

当社グループは、前連結会計年度において、「その他の事業」の輸送用リサイクルプラスチックパレットの製

造・販売を終了いたしました。これに伴い、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを「商社事業」、

「プリフォーム事業」および「その他の事業」の３区分から、「商社事業」および「プリフォーム事業」の２区

分に変更しております。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

より、当社および国内連結子会社は有形固定資産(但し、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を

除く)およびリース資産を除く)の減価償却方法を従来の定率法から定額法に変更しております。

この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の「商社事業」のセグメント利益が9,990千円増加、「プリフォー

ム事業」のセグメント損失が10,407千円減少し、セグメント損失の調整額(全社費用)が1,856千円減少しておりま

す。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年12月１日
至　平成26年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △0円91銭 △11円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △15,591 △200,269

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △15,591 △200,269

普通株式の期中平均株式数（株） 17,146,758 17,146,540

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月９日

アルテック株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　裕　子　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 原　口　隆　志　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 菊　地　康　夫　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアルテック株式

会社の平成26年12月１日から平成27年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平

成27年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アルテック株式会社及び連結子会社の平成27年８月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
 

注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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